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成果報酬制度の導入が及ぼす組織成果への影響:
ある照明機器メーカー営業部門における事例研究
近 藤 隆 史 ･窪 田 祐 一





















































































































































































































































































3.97(.615) 3.49(1.088) .48 2.839**
3.77(.568) 3.05(.949) .71 3.863***
3.67(.547) 2.74(.937) .92 6.250***
3.83(.461) 2.89(.837) .94 5.803***
4.17(.791) 3.42(1.020) .75 3.595**
3.90(.803) 3.32(.952) .58 2.915***
4.23(.817) 3.76(.718) .48 2.946**























































































ィブ ･コン トロール,診断的コン トロールともに,業績目標達成のため
の上司から部下に対するサポートの充実であった｡





























第一因子 第二国子 第三国子 第四因子
業績指標の整合性 非財務の重要性 財務指標の重要性 主観的報酬決定
経営目標 とのリンク .637 .277 .344 -.261
現場状況とのリンク 鷲敷轟書 .178 .093 -.079
客観的業績測定 -.003 054 -.078
業績評価における上司と
のコミュニケーション
.609 .084 -.120 .328
目標設定への参加 .502 .244 .107 .360
非財務指標の重視度 108 海鮮 -.036 055
業苦芸完蒜おける ･278 007 ･135
長期的指標の重視度 -.009 444 .385 -326
芳慧謡 における 1180 -1121 ･029
目標のタイトネス -.011 .093 .619 .127
主観的報酬決定 一.049 063 .154
固有値 2.418 1.794 1.2958 1.160
累横寄与率(%) 22.552 38.861 50.633 61.180
田子負荷量0.7以上
























関する項 目であり,｢財務指標の重要性｣因子 とした｡第四因子も ｢主観的




























ミッションの明確化 業務の継続的改善 業務の変革 業務モチベーション 業績評価への公平感 満足度
β t β t β t β t β t β t
業績指標の整合性 .277 3.184** .267 3.036** - .330 3.790** .510 6.016** .533 6.282**
非財務の重要性 .172 2.348* .116 2.126* .157 2.166*
財務指標の重要性
主観的報酬決定
例外によるコントロール .212 2.723** .180 2.281* .240 3.045**
戦略の浸透 .220 2.537* .175 2.039*
調整済み R2 .219 .200 .201 .215 .258 .257



































































































って直ちに,Z分社営業部門において財務指標 と非財務指標 とのバランス ト･スコア
カード的な関係の存在を否定することはできない.
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